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＜１＞ 全国のバス交通の状況 

 全国のバス利用者数は、モータリゼーションの進展等により、昭和40年代をピークとし

て減少を続け、現在はピーク時の約３割という状況であり、ほとんどのバス事業者が赤字

を計上している。 

 平成14年に道路運送法が改正され、バス事業の規制緩和が進み、新規参入が容易となっ

た一方で、路線の休廃止が許可制から事前届出制となった。 

 また、近年、運転手不足も深刻になってきており、全国的にもバス路線の休廃止対策や

生活交通の維持・確保が課題となっている。 

 

（１）全国の乗合バスによる輸送人員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）全国の乗合バス事業者の収支状況（令和２年度） 

 バス事業全体の損益（億円） 事業者数 

収入 支出 損益 黒字 赤字 計 

民営 4,307 5,870 △1,562 1 (1) 215 (206) 216 (207) 
公営 1,124 1,553 △430 0 (0) 16  (16) 16  (16) 
計 5,431 7,423 △1.992 1 (1) 231 (222) 232 (223) 

  ※ 保有車両３０両以上の事業者を対象とし、高速バス及び定期観光バスを除く。  

※（）内の数字は、２以上のブロックにまたがる事業者について、その重複を除いた結果の事業者数を示す。 

 

（３）有効求人倍率の推移 

 

参考資料 

（出典：国土交通省統計情報） 

 

（出典：国土交通省統計資料） 

 

（出典：厚生労働省統計情報） 

 
※有効求人倍率：公共職業安定所で取り扱う求職者数に対する求人数の割合で 

1人の求職者に対してどれだけの求人があるかを示す指標 
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＜２＞ バス路線の休廃止申し出への対応状況 

① 今宿姪浜線 【代替交通の確保】

（１）経緯
・平成 17年 10月に昭和自動車(株)が西区を走る６路線の休廃止申し出
（休廃止予定日：平成 18年 11月１日）。 休廃止された場合、西区今宿上ノ原等で
新たに公共交通空白地が生じる。

※ 今宿姪浜線乗合マイクロバス連絡協議会：平成 19年９月 28日設置
・複数の廃止路線を統合した形の路線にて、平成 18年 11月から１年間の社会実験を
行い、平成 19年 11月から代替交通の本格運行開始。

・平日及び土曜日の運行経費を補助対象とし、経費と収入の差額を市が支援。
・平成 26年４月から日曜祝日の運行経費についても補助対象とした。
・平成 28年４月から補助限度額を廃止し、経費と収入の差額を市が支援。

（２）地域の状況 ※数値は平成 27年国勢調査。(  )は平成 17年国勢調査。 
今宿上ノ原 大谷バス停周辺 計 

人口 1,029(1,125)人 約 330(約 230)人 1,359(1,355)人 

高齢化率 45.2(32.6)% － － 

＜路線図＞ 

＜運行内容＞ 
休廃止申し出時 現在 

運行事業者  昭和自動車（株） 運行事業者  （株）姪浜タクシー 
路線 
今宿野外活動センター ～ 今宿 
今宿野外活動センター ～ 今宿 ～ 野北 
姪浜 ～ 今宿 ～ 前原 

路線 
今宿野外活動センター ～ 今宿駅前 

～ 姪浜駅北口 (約 10km) 

車両 中型バス 車両 小型ﾉﾝｽﾃｯﾌﾟﾊﾞｽ１台 
運行時間帯 
始発  7:40（今宿野外活動センター発） 
最終 18:12（今宿発） 

運行時間帯 
始発  7:10（今宿野外活動センター発） 
最終 18:51（姪浜駅北口発） 

運行本数・利用者数 
平日   11.5往復・47人/日 
土曜日  11.0往復・46人/日 
日祝日  11.0往復・35人/日 

運行本数・利用者数（令和 ２年度） 
平日   10.0往復・ 62人/日 
土曜日   8.0往復・ 38人/日 
日祝日   8.0往復・ 35人/日 

収支率 55％（国庫補助別） 収支率（令和２年度） 32％ 
（令和２年度実績） 経費: 14,834千円 

収入:  4,806千円 
（差額: 10,028千円） 

 補助額：10,028千円 
 （うち県費補助 1,247 千円） 

参考資料 

姪浜駅北口 

今宿上ノ原 

大谷バス停 

今宿野外活動センター 

今宿駅前 

※千円未満は四捨五入処理を行っている

-参2-



② 板屋脇山線 【代替交通の確保】 
 
（１）経緯 
・平成 19年３月に西日本鉄道(株)が那珂川支線の廃止申し出 
（休廃止予定日：平成 20年４月１日）。廃止された場合、早良区板屋で新たに 
公共交通空白地が生じる。 
※ 板屋脇山線乗合タクシー連絡協議会：平成 20年１月 23日設置 

・地域との協議の結果、那珂川町方面への路線から脇山方面への路線に変更。 

また、需要や道路状況から、乗合タクシーによる運行に変更。 

・平成 20年４月に代替交通運行開始、平成 20年８月に事前予約制を導入。経費と 

収入の差額を市が支援。 
・令和元年６月に脇山方面と那珂川方面の２系統に運行内容見直し。 
 

（２）地域の状況 ※数値は平成 27年国勢調査。(  )は平成 17年国勢調査。 
 板屋 

※ 福祉施設の入所者を除く場合 
  人口：20(30)人、高齢化率：約 65(約 80)％ 

人口 76(86)人 

高齢化率 17.1(27.9)% 
 

＜路線図＞ 

 

＜運行内容＞ 
休廃止申し出時 現在 

運行事業者  西日本鉄道（株） 運行事業者  飯倉タクシー（株） 
路線 
板屋 ～ 那珂川営業所（那珂川町） 

路線 
板屋ふるさと館前 ～ 脇山小学校前 (約 12km) 
板屋ふるさと館前 ～ 中ノ島公園（約 13km） 

車両 中型バス 車両 乗合タクシー１台 
運行時間帯 
始発  7:24（板屋発） 
最終 15:28（那珂川営業所発） 

運行時間帯 
始発  9:20（板屋ふるさと館前発） 
最終 16:40（脇山小学校前発） 

運行本数・利用者数 
全日    4.0往復・2.3人/日 

運行本数・利用者数（令和２年度） 
全日  2.0往復(事前予約制)・26人/年 

収支率 ―（市委託路線） 収支率（令和２年度） 13％ 
（令和２年度実績） 経費:  96千円 

収入:  12千円 
（差額:  84 千円） 
補助額： 84千円 

（うち県費補助  26千円） 

 

 

板屋 

那珂川市 佐賀県 

中ノ島公園 

板屋ふるさと館前 

脇山小学校前 

参考資料 

※千円未満は四捨五入処理を行っている 
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③ 志賀島島内線 【代替交通の確保】 
 

（１）経緯 
・平成 19年 10月に西日本鉄道(株)が志賀島島内線の廃止申し出 
（休廃止予定日：平成 20年 11月１日）。廃止された場合、東区勝馬、弘地区で 
新たに公共交通空白地が生じる。 
※ 志賀島地域バス連絡協議会：平成 20年４月 30日設置 

・地域は、西戸崎までの運行や西鉄による運行継続を要望したことから、平成 20年 

 11月に西鉄グループ西鉄バス宗像(株)による代替交通運行開始。経費と収入の差額を 

市が支援。（平成 29年度から西鉄㈱が運行） 

 ・平成 27年３月に大岳止(２便)をＪＲ西戸崎まで延伸し、駅構内へ全便乗り入れ。 
 
（２）地域の状況 ※数値は平成 27年国勢調査。(  )は平成 17年国勢調査。 

 勝馬 弘 合計 

人口 237(274)人 289(411)人 526(685)人 
 
 
 

高齢化率 35.0(26.3)% 40.1(28.5)% 37.8(27.6)% 
 

＜路線図＞ 

 

＜運行内容＞ 
休廃止申し出時 現在 

運行事業者  西日本鉄道（株） 運行事業者  西日本鉄道（株） 

路線 
勝馬 ～ 海浜公園西口 

路線 
勝馬 ～ 志賀島小学校前・西戸崎駅前 (約 11km) 

車両 中型バス２台 車両 中型バス１台 

運行時間帯 
始発  6:04（勝馬発） 
最終 21:01（西戸崎駅発） 

運行時間帯 
始発  5:46（勝馬発※志賀島小学校前止め） 
最終 22:16（西戸崎駅発※志賀島小学校前止め） 

運行本数・利用者数 
平日   14.5往復・134人/日 
土曜日  13.5往復・108人/日 
日祝日  13.0往復・ 68人/日 

運行本数・利用者数（令和２年度） 
平日   10.5 往復・123人/日 
土曜日   7.0 往復・ 60人/日 
日祝日   7.0 往復・ 37人/日 

収支率 28％ 収支率（令和２年度） 28％ 
 
（令和２年度実績）経費: 20,980千円 

収入等:  5,886千円 
（差額: 15,094千円） 
補助額：15,094千円 

（うち県費補助 1,511千円） 

 
 

 

 

西戸崎駅前 

弘 

勝馬 

志賀島 
小学校前 

勝馬 

参考資料 

※千円未満は四捨五入処理を行っている 
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④ 脇山支線 【代替交通の確保】 

（１）経緯 
・平成 21年３月に西日本鉄道(株)が脇山支線の廃止申し出 
（休廃止予定日:平成 22年４月１日）。廃止された場合、早良区飯場、曲渕、石釜、 
西、椎原で新たに公共交通空白地が生じる。 
※ 早良区南部地域バス連絡協議会：平成 21年７月 28日設置 

・地域は、早良営業所までの運行や西鉄による運行継続を要望したことから、平成 22 年
４月に西鉄による代替交通運行開始。経費と収入の差額を市が支援。 

・平成 30年３月に運行内容見直し(バスルート切替え、予約型乗合ﾀｸｼｰ導入(大字西地区)) 
 

（２）地域の状況 ※数値は平成 27年国勢調査。(  )は平成 17年国勢調査。 
 飯場 曲渕 石釜 西 椎原 合計 

人口 59(87)人 98(104)人 642(750)人 591(759)人 209(279)人 1,599(1,979)人 
 
 
 

高齢化率 61.0(33.3)% 36.7(33.7)% 41.9(29.7)% 36.2(25.0)% 44.0(31.2)% 40.5(28.5)% 
 

＜路線図＞ 

   

＜運行内容＞ 
休廃止申し出時 現在 

運行事業者 西日本鉄道（株） 運行事業者 ①西日本鉄道（株） ②飯倉タクシー㈱ 
路線 
曲渕～陽光台～早良営業所 
椎原～脇山小学校前 

～早良営業所 
椎原～脇山小学校前 

～ 陽光台 ～ 早良営業所 

路線 
曲渕～陽光台～早良営業所 
椎原～脇山小学校前 

～早良営業所 
(約 13km)※重複区間を除く 

路線（区域） 
西地区～内野地区 

(約 3km)神の原～富士ヶ丘 

車両 
中型バス２台 

車両 
平日  中型バス２台 
土日祝 中型バス１台 

車両 
乗合タクシー１台 
 

運行時間帯 
始発  5:54（曲渕発） 
最終 21:38（早良営業所発） 

運行時間帯 
始発  6:15（椎原発） 
最終 19:50（早良営業所発） 

運行時間帯 
始発  7:00（西地区発） 
最終 17:00（内野地区発） 

運行本数・利用者数 
平日  22.0往復・214人/日 
土曜日 21.0往復・125人/日 
日祝日 19.5往復・145人/日 

運行本数・利用者数（R2年度） 
平日  16.5往復・146人/日 
土曜日 11.0往復・ 87人/日 
日祝日 11.0往復・ 61人/日 

運行本数・利用者数（R2年度） 
平日 4.0往復 

土日祝 3.0往復 
474人/年 

収支率 21％ 収支率（令和２年度） 18％ 収支率（令和２年度） 18％  
（令和２年度実績） 

経費：31,930千円 
収入等： 5,842千円 
（差額：26,088千円） 
補助額：26,088千円 

（うち県費補助 2,550千円） 

 
（令和２年度実績） 

経費：531千円 
収入： 93千円 

（差額：438千円） 
補助額：438千円 

(うち県費補助 118千円) 
 

飯場 

曲渕 
石釜 

西 

椎原 

曲渕 

椎原 

陽光台 

脇山小学校前 

早良営業所 早良営業所 

陽光台 

脇山小学校前 

曲渕 

椎原 

飯場 

曲渕 

石釜 

西 

椎原 

平成 30年３月 16日まで 平成 30年３月 17日から 

富士ヶ丘 

神の原 

脇山支線 

※事前予約 

参考資料 

※千円未満は四捨五入処理を行っている 
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⑤ 金武橋本線 【代替交通の確保】 

（１）経緯 
・平成 22年３月に西日本鉄道（株）が金武線・橋本線の廃止申し出 
（休廃止予定日：平成 23年４月１日）。廃止された場合、西区飯盛、吉武で新たに 
公共交通空白地が生じる。 
※ 金武・橋本地域バス連絡協議会：平成 22年９月６日設置 

・地域は、西鉄による運行継続を要望したことから、平成 23年４月に西鉄による代替交通
運行開始。経費と収入の差額を市が支援。 

・平成 30年３月に橋本駅へ全便乗り入れ。(改正前乗入数(往復):平日 5.5、土曜 4.0、日祝 4.0) 
 

（２）地域の状況 ※ 数値は平成 27年国勢調査。(  )は平成 17年国勢調査。 
 飯盛 吉武 合計 

人口 463(551)人 
 
 
 

842(716)人 
 
 
 

1,305(1,267)人 
 
 
 

高齢化率 40.0(31.0)% 33.8(34.1)% 36.0(32.8)% 
 

＜路線図＞ 

 

    

＜運行内容＞ 
休廃止申し出時 現在 

運行事業者  西日本鉄道（株） 運行事業者  西日本鉄道（株） 
路線 
（橋本線）金武営業所 ～ 橋本駅・野方 
  ～ 姪浜駅南口・国立医療センター 
（金武線）四箇田団地 ～ 天神 

路線        ※補助区間は【 】内のみ 
金武営業所 ～【かなたけの里公園 ～ 
橋本駅・野方】～ 姪浜駅南口・国立医療ｾﾝﾀｰ 
【補助区間：約 5km】 

車両 大型バス 車両 大型バス ※他路線と併用 
運行時間帯 
（橋本線）始発  6:15（金武営業所発） 

最終 19:56（国立医療センター発） 
（金武線）始発  7:30（四箇田団地発） 

最終 20:23（天神発） 

運行時間帯 
始発  6:17（金武営業所発） 
最終 19:49（医療センター場内発） 

 

運行本数・利用者数 
（橋本線）平日    7.5往復・102人/日 

土曜日   5.5 往復・ 83人/日 
日祝日   5.5 往復・ 44人/日 

（金武線）平日    4.0往復・ 33人/日 
土曜日   3.0 往復・ 28人/日 
日祝日   3.0往復・ 15人/日 

運行本数・利用者数（令和２年度） 
平日    8.0往復・ 107 人/日 
土曜日   5.5往復・  51人/日 
日祝日   5.5往復・  36人/日 

収支率 21％ 収支率（令和２年度） 35％  
（令和２年度実績） 経費:  9,201千円 

収入等:  3,233千円 
（差額:  5,968千円） 
補助額： 5,968千円 

かなたけの 
里公園入口 

金武営業所 

橋本駅 

野方 

吉武 

飯盛 

南金武 

参考資料 

※千円未満は四捨五入処理を行っている 
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＜３＞交通手段の特性調査 

１．道路運送法における乗合事業の位置付け 

参考資料 
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２．交通サービスの特性 
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３．事業性（持続可能性）の確保 
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４．地域特性に応じた生活交通 
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＜４＞生活交通に関する住民意識調査結果 

 

（１）調査概要 

調査対象：福岡市内在住の高齢者（60歳以上）の男女、7,000人（回答率 72％） 

抽出方法：住民基本台帳による無作為抽出 

調査期間：令和元年 11月 27日～12月 18日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）主な調査結果 

①自宅から最寄りバス停までの距離 

自宅から最寄りバス停までの距離は、約 300m以下が半数以上を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②自宅から最寄り鉄道駅までの距離 

自宅から最寄り鉄道駅までの距離は、約 500m以下が半数以上を占める。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 

【表 1】 

参考：標本構成 

男 女 無回答

40.0% 58.4% 1.6%

60歳台 70歳台 80歳台 90歳以上 無回答

40.9% 38.1% 17.4% 2.6% 1.0%

東区 博多区 中央区 南区 城南区 早良区 西区 無回答

20.3% 11.6% 10.4% 17.9% 9.1% 15.3% 14.2% 1.2%

（全体N=5,039）

男女別

年齢別

区別

6.5 10.2 15.0 10.5 14.5 6.6 7.8 9.9 5.1 13.9

0% 50% 100%

16.2 19.7 20.4 11.5 12.9 5.4 4.4
4.2

1.6
3.7

0% 50% 100%

【図 1】 

【図 2】 

全体（ｎ=3,183） 
約 300ｍ以下 

全体（ｎ=1,046） 
約 500ｍ以下 

１００ｍ程度 ２００ｍ程度 ３００ｍ程度
４００ｍ程度 ５００ｍ程度 ６００ｍ程度
７００ｍ程度 ８００ｍ程度 ９００ｍ程度
１０００ｍ程度・以上

１００ｍ程度 ２００ｍ程度 ３００ｍ程度
４００ｍ程度 ５００ｍ程度 ６００ｍ程度
７００ｍ程度 ８００ｍ程度 ９００ｍ程度
１０００ｍ程度・以上
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③居住地域では鉄道やバスの公共交通が便利だと思うか

鉄道やバスの公共交通は、全体で約８割の方が概ね便利と回答している。

距離別にみると、バス停までの距離が 500m 未満の方で８割超、鉄道駅までの距離

が１km未満の方は、約８割が概ね便利と回答している。 

そのうち、バス停までの距離が 300～500m未満の方、鉄道駅までの距離が 500m～ 

1㎞未満の方は、８割超が概ね便利と回答している。 

100ｍ程度(n=68)

200ｍ程度(n=107)

300ｍ程度(n=157)

400ｍ程度(n=110)

500ｍ程度(n=152)

600ｍ程度(n=69)

700ｍ程度(n=81)

800ｍ程度(n=104)

900ｍ程度(n=53)

1000ｍ程度・以上

(n=145)

100ｍ程度(n=516)

200ｍ程度(n=625)

300ｍ程度(n=650)

400ｍ程度(n=367)

500ｍ程度(n=410)

600ｍ程度(n=170)

700ｍ程度(n=140)

800ｍ程度(n=135)

900ｍ程度(n=51)

1000ｍ程度・以上

(n=119)

85.3 11.6

82.4 14.1

80.8 15.8

81.7 15.5

74.4 20.5

65.3 31.7

60.7 34.3

60.0 37.8

56.8 41.2

47.9 47.1

思う
思わ

ない

77.3 17.154.3 23.0 6.4 10.7
2.6

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

97.1 0.0

97.2 1.9

95.0 3.8

91.8 7.2

90.1 9.2

91.4 8.6

90.1 8.7

86.5 12.5

75.5 20.7

71.7 23.5

60.9
67.4

87.8
81.177.3

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

駅・バス停まで

1000m程度・以上

(N=279)

バス停まで500～

1000m未満

(N=906)

駅まで500～

1000m未満

(N=459)

バス停まで300

～500m未満

(N=1,017)

全 体

(N=5,039)

どちらかとい
えばそう思う 

（
鉄
道
駅
ま
で
の
距
離
別
）

（各距離別の満足度） 

【図 3】 

【図 4】 

（
バ
ス
停
ま
で
の
距
離
別
）

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない
そう思わない わからない 無回答

８割超が概ね便利 

そう思う 

約
８
割

約８割が概ね便利 

思う（そう思う+どちらかといえばそう思う） 

不
便
地
に
相
当

空白地に相当 

空白地に相当 

８
割
超 

全体(N=5,039)
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1km

以上

全体(N=5,039) 70.3

60～64歳(n=943) 85.6

65～69歳(n=1,118) 82.5

70～74歳(n=1,095) 76.5

75～79歳(n=824) 64.1

80～84歳(n=557) 53.0

85～89歳(n=319) 34.8

90歳以上(n=134) 10.5

年

齢

構

成

別

3.5

1.0

0.7

2.6

3.0

7.7

9.4

22.4

2.4

1.0

1.4

1.8

1.9

3.4

7.5

11.9

2.9

0.7

1.5

2.5

4.6

4.7

6.6

7.5

5.6

2.9

3.8

4.0

7.8

7.5

13.1

13.4

4.5

4.0

3.4

4.9

5.1

5.4

6.3

2.2

10.9

11.1

9.8

10.1

11.9

12.4

14.7

4.5

7.0

4.9

8.1

8.3

7.5

7.9

4.1

3.0

52.4

69.6

64.6

58.1

44.7

32.7

16.0

3.0

10.8 

4.8 

6.7 

7.7 

13.5 

18.3 

22.3 

32.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１００ｍ程度 ２００ｍ程度 ３００ｍ程度
５００ｍ程度 ８００ｍ程度 １０００ｍ程度
１５００ｍ程度 １５００ｍ以上 無回答

④外出の頻度 

日常の買い物の頻度は「週に２～３日」の割合が高く、通院（病院や介護施設等）

の頻度は「月に１～２日」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤外出の時間帯 

日常の買い物、通院（病院や介護施設等）の外出時間帯は、出発時間において 

10時台のピークはあるが、全体的に分散している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥無理なく休まずに歩ける距離 

約７割の方が１km以上歩けると回答しており、年齢が高くなるほど無理なく歩け 

る距離は短くなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29.3 43.0 13.3 4.7 4.3 5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週に２～３日 
日常の買い物 

全体（N=4,872） 

1.9 6.6 5.9 55.9 22.5 7.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

月に１～２日 
通院(病院や介護施設等) 

全体（N=4,872） 

ほぼ毎日 週に２～３日

週に１日 月に１～２日

買い物・通院等の外出はない 無回答

3.4 2.4

6.6

23.4

14.2

3.3

8.4
9.3

6.1 5.6
4.1

2.7 1.80.9 0.3 0.6

4.4

11.4
11.9

8.9
6.9

9.0

12.6
10.4

7.5
4.64.1

11.3

21.8

25.0

8.3

1.4
4.1

6.4
3.0 2.0 0.8 0.2 0.10.4 0.2

2.2

9.5

18.1 17.1

11.2

5.2

7.1
8.5

5.6

2.0
0.5

0

5

10

15

20

25

30

８時以前 ８時台 ９時台 １０時台 １１時台 １２時台 １３時台 １４時台 １５時台 １６時台 １７時台 １８時台 １９時以降

買い物の時間帯

出発時間(n=4,664） 帰宅時間(n=4,664） 出発時間(n=3,777） 帰宅時間(n=3,777）

（％）

（日常の買い物） （通院(病院や介護施設等))

時間帯は分散している 

１km以上が約７割 

【図 5】 

【図 6】 

【図 7】 
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～ 生活交通支援事業 ～
（不便地対策）

～ 生活交通支援事業 ～
（不便地対策）

地域に必要な
　公共交通手段の確保へ
地域に必要な
　公共交通手段の確保へ

地域

福岡市 交通事業者

■地域が中心です
・話し合い
・広報活動
・積極的な利用　など

■全般的なサポート
・地域の取り組みの支援
・費用の一部補助　など

■地域密着
・安全な運行
・低コストへの工夫　など

福岡市住宅都市局交通計画課

〒810-8620　福岡市中央区天神一丁目８番１号

電話　(092)-711-4393　FAX　(092)-733-5590

メール　kotsukeikaku.hupb@city.fukuoka.lg.jp

みなさんの力を合わせた生活交通づくりみなさんの力を合わせた生活交通づくり

取組み事例 ：柏原三丁目地区

公共交通不便地であった南区柏原三丁目地区

では、生活交通の確保に向け、本制度を活用

した地域主体の取組みが行われました。

地域、交通事業者、福岡市が協力して

取り組んだ結果、平成 27 年 4 月より

地区内へのバスの本格運行が実現しました。

公共交通が不便な地域について，

地域のみなさんが主体となって，

交通事業者や行政と協力し，地域

が必要とする生活交通をつくるこ

とができます。

公共交通が不便な地域において、

地域のみなさんが主体となって、

交通事業者や行政と協力し、地域

が必要とする生活交通をつくるこ

とができます。

＜５＞広報チラシ
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●地域が中心となった取り組み

●自立した経営

●地域，事業者，福岡市が協力し合う

本支援事業は地域が主体的に取り組むことを前提としています。より使いやすいダイヤ、運行ルートを作り、

みなさんが積極的に利用し、継続的な運行とするためには、地域の主体的な活動が不可欠だからです。

本格運行後は地域と事業者が利用促進や定期的な検証・見直しに取り組みながら、自主的な運行を行います。

本格運行に対して福岡市の財政支援はありません。

持続可能な公共交通とするためには、地域、交通事業者及び福岡市が連携して取り組む必要があります。

支援の基本的な考え支援の基本的な考え

・採算性の検証・地域ニーズに合った運行
内容の提案

・利用実態や採算性など
の確認

・運行内容の見直し

・安全な運行
・低コストへの工夫

・利用促進の取り組み
・定期的な検証，見直し

・住民同士の合意形成
・協議会の立ち上げ

・地域ニーズなどの把握
・交通事業者の選定
・バス停位置，運賃　など

・地域ニーズなどの把握
・交通事業者の選定
・バス停位置、運賃　など

・収支差額の補助

・経費の１/２と３００万円

のいずれか少ない額を限度

補助期間：６ヶ月（最長１年）

試行運行経費の補助検討経費の補助

補助金額：年間５０万円を限度

補助期間：３年（最長５年）

・採算性の検証・地域ニーズに合った運行
内容の提案

・利用実態や採算性など
の確認

・運行内容の見直し

・安全な運行
・低コストへの工夫

・利用促進の取り組み
・定期的な検証、見直し

・住民同士の合意形成
・協議会の立ち上げ

地域で話し合うことか

らはじめます

運行計画をつくります

地域の交通課題についてご相談ください

地域住民と協力関係の

構築を行います

協議会の立ち上げ等

の協力

加えて，，，交通事業者と調整など必要な支援を行います加えて，，，交通事業者と調整など必要な支援を行います

協議会運営の

継続的な支援

試行運行を実施し

事業の評価を行います

安定した経営を目指します

運行内容の確認をします 積極的に利用して、

みなさんで支えます地
域

福
岡
市

交
通
事
業
者

② 体制づくり

① 事前相談

③ 調査・検討 ④ 試行運行 ⑤ 本格運行

1km 以上

40m 以上

支援の対象地域支援の対象地域

バス停から概ね 1km 以上離れ、

鉄道駅から概ね 1km 以上離れた地域

バス停や鉄道駅まで遠い、また坂道が急で不便な地域などを支援します。
下に示す３つの地域が対象となる範囲です。

バス停から概ね 500m 以上離れ、

鉄道駅から概ね 1km 以上離れた地域

（公共交通空白地を除く）

① バス停・鉄道駅との高低差が

概ね 40m 以上の地域

　（公共交通空白地・不便地を除く）

距離
1km

鉄道駅

バス停

バス停

バス停

鉄道駅

鉄道駅

距離
1km

距離

500m

次の①②のいずれかに該当する地域

② バス停・鉄道駅までの経路について、

迂回を要する、坂道がきつい等、公共交通が

不便と考えられる地域であって、地域住民が

生活交通の確保に向けた協議会を組織してい

る地域

（公共交通空白地・不便地及び①の地域を除く）

公共交通空白地

公共交通不便地

公共交通不便地に準ずる地域

バス停から 500m 以上
鉄道駅から 1km 以上

バス停

鉄道駅

公共交通空白地 公共交通不便地

公共交通不便地に準ずる地域 ①

公共交通不便地に準ずる地域 ②

協議会

バス停

鉄道駅

（公共交通が不便と考えられる地域）

公共交通が不便な地域における地域主体となった

生活交通をつくりあげるまでのながれ生活交通をつくりあげるまでのながれ

生活交通確保の取組みへの支援
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